
のうち..70%は下北Al粥にも見られた｡ また

拭山TFfでは見られたことのないパターン3和が下

北Al打羊で枚数m体より記録された｡1糊は移動

時などに山される音ilLJ(ホイ)に対応し.2相は

攻蝶された個体などが山す音声 (ギャアー)に対

応した｡これらは.耳では地山即のものと区別で

きなかった｡

音符の使われ方を概観するため.成体オス,成

体メス.2･3才.1才の4クラスについて各10

時間ずつ祝祭し.出された音声と状況を記録した｡

鳴く朔皮は嵐山群と同様に.成体オスがほとんど

PLiかず.成体メスと1-3才がよく鳴いた.嵐山

即では幼若個体はどよく鳴いたが.下北Al群で

は1-3才より成体メスの方がよく鳴いた｡音声

を出す状況は嵐山群と同じと思われた｡

以上のように音声のレパー トリーや発声状況は

地山群と下北Al耶とでは誠本的に同じであった

が.ソナグラフによってしか区別できない音声の

迎いや.年令 ･性のクラスごとの音声の使い方の

迎いは群れによってある程度存在すると恩われる｡

霊長類前後肢骨構造の稔能的分化と分節の相似

的関係

馬 場 悠 男 (独協医大)

各位詔長頬.食肉有蹄FIにおいて.前腕骨と足

根中足骨との稲造の斑似皮を調べた.

有田類では類似皮が苗い.すなわち.近位関節

面は滑串が発達し-軸化している｡伸筋付宕部も

後方に突出する (肘頭.EB)｡また.分節を相成

する骨が伸長し.qi純化しているので.回内 ･回

外遊動はおこらない｡

一方.腕歩行をするテナガザルなどの前腕骨は

滑車化が弱く.肘頭は突出しない｡また回内 ･回

外運動も大きい｡つまり.有蹄現とは反対である｡

足根中足骨も同様の傾向があるが,掛 まかなり突

出している｡したがって有蹄現とは遜っているが.

反対ではない｡つまり.前後肢の獄似皮は巾閃的

である｡ この点では前年皮に対象とした上腕付と

旺冊とのaTl似皮ほど明椛な去界を示さない｡

他のff料では.チンパンジー.ロリスなどの獄

似皮が低く.続いて四足性のサル.ツパイ.食肉

WIの唄に拓くなる傾向がある｡

市郎頬における前腕骨と足根中足骨の類似性は

前後肢が共に強く速い伸展機能に適応しているこ

とを示している｡すなわち.それぞれの近位関節

が後方を向き.特に近位相が突出するために.柄

造的な相似関係になっていると考えられる｡

一方.テナガザルなどでは.帆 (上)肢は屈曲

を主目的としているために.市郎mのような伸展

を主目的とした川辺とは舛なっている｡しかしfL

がら.級 (下)肢は屈曲と伸展の両方の槻fJEを果

たすために有蹄顕とまったく反対の和迩になるこ

とはできない｡つまり摘出的な相似関係は弱く.

ある程度分化していると言える｡

腕歩行をするテナガザルと疾走する布爪Hiとの

問にある動物群は.それぞれのロコモーシヲンへ

の適応状態に応じた環似皮を示していると言えよ

う｡

本州西部･山口県玖珂郡における狩猟活動の研究

広 谷 形(京大 ･詔良研)

山口県出田市および玖珂郡にまたがる地域にお

いて.イノシシのfBmに凹する調光を行なった｡

11月 15日から2月 15日の3カ月の刑期巾.ほ

とんど侮日Lll刑する申菜的狩獅者に対称を定め.

刑T7;･gibの正t按祝烈ならびに閃き込みを行なった｡

またfln位m休の日内容物のサンプルの収が王も同時

に行なった｡

fEmはIli独で行なわれ.1982年1月 30日の時

点では.10カ所に合計 158の氏 が掛けられてい

た｡そして今回使用された現場は.前年のそれと

は.ほとんど重役が見られなかった｡

民の種類は Fはね毘』とワイヤーで輪を作るだ

けの 『わき』と呼ばれるものの2掛 こ大別され.

前者はさらに.胴掛や脚掛などのバリューシヲン

が観察された｡例えば急峻な場所には Fわき｣を

用いるというように.狩獅･B･は.El然条件を考慮

し.使用する現の和現を決める｡

これらの環は.仕掛を工夫することにJ:ら.成

猷のみを純理することが可能であるので.以前は

こうした選択狩猟が行なわれていた｡

(最近は.ハンターの増加や狩猟獣の減少により

この傾向が薄れている｡)

民は(1)谷を巻くように 位)餌場へ至るミチに (3)

両側がイノシシにとって利用できない限 られた ミ

チなどに仕掛けられた｡

以上.選択狩猟や民の種獄.仕掛ける地域.仕
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